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近年，獣医療は高度に発展し，CTやMRI，がんの化

学療法や放射線治療など人間の医療並みのサービスを提

供できるようになった．そのため今まで難しかった「不

治の病のペットの治療」が可能になり，完全治癒やある

程度の寛解状態を実現できるようになった．しかし獣医

臨床現場に携わる者から見ているとペットが家族同様に

飼育されるようになった昨今，このような高度獣医療の

施術を積極的に希望する飼い主が存在する一方，施術を

薦めても希望しない飼い主も多いように感じられる．平

成19年7月に公表された日本獣医師会小動物臨床部会

小動物臨床委員会報告「小動物臨床職域の現状と課題に

おける対応」では，「民間動物診療施設における紹介診

療の状況に関するアンケート」の結果として，高度獣医

療等の紹介診療は行われているものの実数は少ないこと

が報告されている．高度獣医療を希望しない理由として

CTやMRI実施のために全身麻酔を必要とするなど人医

療にないリスクがあることや高額の医療費などその施術

に伴う避けられない負の側面が原因と考えられる．また

日本において不治の病のペットに対して安楽死を実施す

ることへの賛否が約半数ずつという報告もあり［1］，治

療より安楽死を選択したい希望が関連している可能性も

あるが，実態を調査した研究はない．

新島［2］は，生命維持の費用を賄いきれない飼い主

が安楽死を選択するか否かで生じる葛藤がペットロスと

関連することを報告している．その中で「ペット用の医

療機器を使わない飼い主はひどい飼い主みたいじゃない

ですか．」という飼い主の語りを紹介している．新島の

指摘は獣医療の高度化に伴う治療選択肢の増加，高額化

と経済的困難性が飼い主に対して新しい心理的葛藤を引

き起こしていることを示唆している．不治の病のペット

に対する高度な獣医療は，本当に飼い主に必要とされて

いるのだろうか．そして飼い主はどのようなことを期待

しているのだろうか．この内容を明らかにすることは発

展した獣医療技術を飼い主にとってさらに有益に提供す

るために不可欠と考えられる．

論理性と客観性から真実を求める近代科学の手法を用

いて，飼い主の希望や期待など人間の心理や感情に基づ

く現象を明らかにすることは難しい［3, 4］．このため記
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る飼い主の希望の実態仮説を確立するため，飼い主に質問紙調査を実施し，KJ法を用い量的・質的に解析した．その
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述や語りなどのテキストデータを用いてその現象の意味

を解明し仮説を生成できる質的研究法が臨床心理学や看

護学において採用されている［5］．その質的研究の手法

としてテキストデータから意味を抽出するKJ法［6, 7］

がある．

KJ法は文章や会話などの質的データをテキストとし

て分割したカードを用いて多人数で解析し，その中に含

有する現象を有意味で合理的な全体像として把握できる

データ分析法である．問題の創造的な解決のために用い

られ，人間の心理現象などを把握できる［7］．

今回，「不治の病のペットの治療に対する飼い主の希

望」の実態仮説を確立するため，1動物病院を訪れた飼

い主に択一選択式と自由記述式の質問紙調査を実施し

た．択一選択式の質問紙結果を量的に分析することと合

わせて自由記述式の質問紙結果をKJ法を用いて質的に

分析し，飼い主の希望の実態仮説を導き出す試みを行っ

た．その結果をふまえ，現実に即した高度獣医療のニー

ズと質的研究の獣医療への応用性について考察した．

材 料 及 び 方 法

2010年1～3月の2カ月間にA動物病院に来院した飼

い主のうち質問紙調査に対し同意を得られた139名に質

問紙調査を実施した．質問内容を表1に示す．質問紙へ

の回答は自由であること，年齢と性別は不問で匿名にて

実施すること，質問紙の結果は研究にのみ用いること，

個人情報の保護について十分配慮することを説明し執り

行われた．

択一選択式質問のAとBについての回答は設問ごとに

量的に集計した．自由記述式質問Cの回答についてKJ

法にて質的に検討した．調査協力者は番号で識別した．

恣意的，主観的なデータ解析に陥るのを避けるため，

臨床心理学系の大学教員2名と臨床心理学を専攻する大

学院生5名がKJ法のデータ解析を行った．論文筆頭著

者はKJ法実施の準備進行役と結果のとりまとめ役とし

て加わり，データ解析に介在しないように配慮した．KJ

法は，カード化，テキスト化，カテゴリー化，図示化，

文章化解釈の順に分析した．KJ法の具体的方法を示す．

質問Cで得た自由記述回答を，調査協力者ごとに切り出

して表記したカードを作成し，カードの数を計測した．

論文筆頭著者がKJ法の実施方法とKJ法の目的が「不治

の病のペットの治療で飼い主が獣医師に期待することを

明らかにすること」であることをKJ法解析者へ説明し

た後，テキスト化，カテゴリー化，図示化，文章化解釈

を実施した．KJ法解析者の合議のもと，カードに書か

れた内容を一つの意味を持つテキストに分解し（テキス

ト化;たとえば調査協力者97番のカード《治らないと

診断を下した後，そのペットにとって一番よいと思われ

る方法（治療）をきちんと教えて欲しい》は《治らない

と診断を下した後》と《そのペットにとって一番よいと

思われる方法（治療）をきちんと教えて欲しい》という

2つのテキストに分解された），そのテキスト数を計測し

た．次のステップとして全テキストを読めるように適当

に配置し，先入観や仮説にとらわれないように配慮しな

がら，KJ法解析者の合議の上，テキスト同士の関連性

を考えながら小グループを作り，見出しを付けて一つの

カテゴリーとした（カテゴリー化;たとえばテキスト

《そのペットにとって一番よいと思われる方法（治療）

をきちんと教えて欲しい》はテキスト《説明をしっかり

としていただきたい》などとグループを作り『治療法の

適切な説明』という見出しのカテゴリー小とした）．こ

れを繰り返し小グループのカテゴリー作成が飽和状態に

達した後，カテゴリーごとの関係を考えながらグループ

を作成し見出しをつけ新たなカテゴリーを作成した（た

とえば『治療法の適切な説明』は，『治らないという診

断を下す』などとともに【適切な説明を受けたい】とい

うカテゴリー中に分類された）．この見出し付けとカテ

ゴリー化を繰り返し，カテゴリー小，カテゴリー中，カ

テゴリー大，カテゴリー特大を作成し，KJ法解析者の
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表 1　質問内容 

ペットが当院の診察で，治らない可能性のある病気（がんなど）と仮診断され，効果的な治療を行うには追加検査が必要と説
明を受けました．このあとあなたはペットにどのような検査と治療を希望されますか？ 

A　追加検査について，一つだけ○をつけてお答えください 

①専門的な機関（大学病院など）で検査（CTやMRIを含めた検査）をして治療の可能性を探ってもらいたい 
②当院で外注できる追加検査をして治療の可能性を探ってもらいたい（専門的な機関には連れて行きたくない） 
③治らない病気と仮診断されたらこれ以上の検査はしてもらいたくない 

B　追加検査で治らない病気（がん）と診断されました．治療について希望されるものを一つだけ○をつけてお答えください 

①これ以上の治療はしたくない 
②苦しみを取り除く治療（鎮痛剤の投与など）だけしてもらいたい 
③苦しい思いをさせないようにやむをえず安楽死を選択したい 
④生活の質をあげるため，最新の獣医学知見に基づいた治療（抗がん剤，放射線治療など）をしてもらいたい 

C　治らないと診断された病気のペットの治療についてあなたが獣医師に期待することがあれば自由に記載してください 
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し
て
欲

し
い
 

飼
い
主
の
心
情
・
願
望
 

飼
い
主
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
 

事
実
の
説
明
 

治
ら
な
い
と
い
う
診
断
を
下
す
 

治
療
法
の
適
切
な
説
明
 

治
療
法
の
適
切
な
説
明
 

治
療
法
の
適
切
な
説
明
 

 治
療
法
の
適
切
な
説
明
 

あ
や
ふ
や
な
説
明
の
経
験
 

安
心
で
き
る
治
療
 

最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
治
療
し
て
欲
し
い
 

最
善
の
方
法
で
治
療
し
て
欲
し
い
 

最
善
の
方
法
で
治
療
し
て
欲
し
い
 

最
善
の
方
法
で
治
療
し
て
欲
し
い
 

最
善
の
方
法
で
治
療
し
て
欲
し
い
 

負
担
少
な
く
治
療
し
て
欲
し
い
 

延
命
治
療
し
て
欲
し
い
 

痛
み
を
取
っ
て
欲
し
い
 

痛
み
を
取
っ
て
欲
し
い
 

痛
み
を
取
っ
て
欲
し
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

ペ
ッ
ト
を
苦
し
め
た
く
な
い
 

最
後
ま
で
幸
せ
に
 

見
守
る
 

見
守
る
 

自
然
の
流
れ
・
法
則
に
従
う
 

不
要
な
検
査
・
治
療
は
し
た
く
な
い
 

今
は
わ
か
ら
な
い
 

経
済
的
な
不
安
 

す
べ
て
先
生
に
お
任
せ
し
ま
す
．
 

一
生
懸
命
に
治
療
し
て
く
だ
さ
る
姿
を
見
れ
ば
私
は
納
得
し
ま
す
．
 

他
の
病
院
に
は
か
か
り
た
く
な
い
た
め
先
生
に
最
期
ま
で
診
て
も
ら
い
た
い
．
 

一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
．
 

事
務
的
に
対
応
し
て
欲
し
く
な
い
．
 

ペ
ッ
ト
や
飼
い
主
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
．
 

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
．
 

真
剣
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
欲
し
い
．
 

 最
期
ま
で
家
で
看
た
い
，
 

ま
ず
飼
い
主
の
心
情
を
察
し
て
欲
し
い
．
 

事
実
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
欲
し
い
．
 

治
ら
な
い
と
診
断
を
下
し
た
後
，
 

説
明
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
．
 

わ
か
り
や
す
い
説
明
と
治
療
期
間
．
 

そ
の
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
一
番
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
法
（
治
療
）
を
き
ち
ん
と
教

え
て
欲
し
い
．
 

獣
医
師
の
考
え
る
ベ
ス
ト
は
納
得
の
い
く
よ
う
に
話
し
て
欲
し
い
．
 

過
去
に
あ
や
ふ
や
な
説
明
を
受
け
た
の
で
．
 

今
で
き
る
動
物
に
と
っ
て
の
静
か
で
安
心
で
き
る
環
境
作
り
 

最
期
ま
で
治
し
て
も
ら
う
努
力
を
期
待
し
ま
す
．
 

ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
最
良
の
方
法
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
．
 

そ
の
時
々
の
ベ
ス
ト
で
あ
る
治
療
を
望
み
ま
す
．
 

最
善
の
方
法
を
教
え
て
欲
し
い
．
 

一
緒
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
最
適
の
こ
と
を
や
れ
る
よ
う
に
．
 

一
番
ペ
ッ
ト
に
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
治
療
を
し
て
欲
し
い
で
す
．
 

し
か
し
少
し
で
も
長
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
治
療
を
示
し
て
欲
し
い
．
 

痛
み
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
．
 

可
能
な
か
ぎ
り
の
苦
痛
の
軽
減
．
 

で
き
る
だ
け
痛
く
な
く
 

本
人
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
．
 

苦
し
ま
な
い
よ
う
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
期
待
し
ま
す
．
 

苦
し
み
を
取
り
除
く
治
療
だ
け
で
十
分
で
す
．
 

痛
み
な
ど
苦
し
い
思
い
だ
け
は
さ
せ
た
く
な
い
．
 

苦
し
む
こ
と
だ
け
は
取
り
除
い
た
治
療
を
．
 

で
き
る
だ
け
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
残
っ
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
た
い
．
 

ペ
ッ
ト
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
．
 

犬
の
気
持
ち
に
な
っ
て
最
期
ま
で
見
守
っ
て
ほ
し
い
．
 

最
期
ま
で
暖
か
く
見
守
っ
て
診
察
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
．
 

動
物
は
い
ず
れ
寿
命
を
全
う
す
る
わ
け
な
の
で
自
然
の
法
則
に
従
う
．
 

不
要
な
検
査
治
療
は
し
た
く
な
い
．
 

状
況
状
態
で
治
療
方
法
の
考
え
方
が
変
わ
る
と
思
う
の
で
わ
か
ら
な
い
．
 

経
済
的
な
こ
と
も
あ
る
し
，
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合議の上カテゴリーの関連性を図に示した（図示化）．

図示する際カテゴリーの見出しの最後にそのカテゴリー

に含まれるテキスト数を明示した（KJ法は質的研究法

のため，テキスト数量の量的比較の意味はなく，読者が

データを読解する上の目安として明示した）．テキスト

化，カテゴリー化，図示化の結果をふまえKJ法解析者

の合議のもと図示化結果を文章としてまとめた文章化解

釈を行った．KJ法結果は論文筆頭著者によって清書さ

れた後，後日KJ法解析者参加の会議によって再度検証

し，飼い主の不治の病の治療に対する希望の実態仮説生

成に用いた．

結　　　　　果

質問紙を実施した139人中110人から回答用紙を回収

し，研究に供した．そのうち質問Aに対して105人，質

問Bに対して106人，質問Cに対して52人から回答を

得た．

質問Aへの回答（不治の病に対する追加検査につい

て）：追加検査を行いたいか否かを問う質問Aに対して

選択肢②当院で外注できる検査のみ，専門機関は希望せ

ずを選択した人は48 .2 ％（53/110 人）で一番多かっ

た．不治の病に対する検査を積極的に希望すると考えら

れる選択肢①を選択した人は23.6％（26/110人）だっ

た．また，仮診断の段階で治療や検査を諦めると考えら

れる選択肢③を選択した人は選択肢①を選択した人と同

数の23.6％（26/110人）だった（図1）．

質問Bへの回答（不治の病に対する治療について）：

不治の病の治療に対する希望を問う質問Bに対して選択

肢②苦しみを取り除く治療を希望するを選択した人が最

多で76.4％（84/110人）だった．最新の獣医学知見に

基づいた治療を希望する人は9 .1 ％（10/110 人）だっ

た．治療を望まない人，安楽死を希望する人はそれぞれ

5.5％（6/110人）だった（図2）．

質問Cへの回答のKJ法（不治の病に対する治療につ

いて獣医師に期待すること）：KJ法分析結果においてテ

キスト化（一部抜粋）は表2，図示化は図3，文章化解

釈は表3となった．自由記述回答52個を細分化し得ら

れたテキスト数は全部で77だった．そのうちカテゴリ

ーの「獣医師の資質に期待」に17，「治療プロセスに期

待」に56のテキストを含んでいた．テキスト数10以上

を含むカテゴリーは，カテゴリー特大で「治療プロセス

に期待」，カテゴリー大で「獣医師の資質に期待」，「治

療について（完治→延命→疼痛排除）」，カテゴリー中で

「適切な説明を受けたい」，「痛みと苦しみを取り除いて

欲しい」だった（図3の太字斜体）．

考　　　　　察

不治の病に対する検査の希望を問う質問Aに対して，

専門的な機関で検査して治療の可能性を探ると回答した

積極的に高度獣医療の検査を希望する人の数は全体の約

4分の1だった．選択肢①と②を合わせた追加検査を希

望する人は約4分の3であった．治らない可能性がある

と仮診断されただけで，それ以上の検査を希望しない人

が全体の約4分の1存在した．

不治の病の治療の希望を問う質問Bに対して，選択肢

④の「最新の獣医学知見に基づいた治療」を希望する人

は，全体の10分の1に満たなかった．8割近くの人は

「苦しみを取り除く治療だけ」望んでいた．質問A，Bで

は，飼い主の最上位の希望を聴取するため択一選択式で

回答を受けた．このため重複回答ができず飼い主が二つ

以上を選択したい意向や選択肢以外の希望を汲み取れて

いない可能性を考慮しつつ結果を評価する必要がある．

また，具体的な病気の治療に対する質問ではないことや

仮想の状況に対しての回答であったことから，実情との

不治の病の治療に対する飼い主の期待についての質的研究
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③治らないと仮
診断されたな
ら追加検査を
希望せず 

無回答 
5人（約 4.5％） 

①専門的な機関で
検査して治療の
可能性を探る 

26人 
（約23.6％） 26人 

（約23.6％） 

②当院で外注できる検査のみ，
専門機関は希望せず 

53人 
（約48.2％） 

図1 質問 A「不治の病に対する検査の希望」への回答
（n＝110）

無回答 
4人（約3.6％） 

④最新の獣医学知見
に基づいた治療を
したい 

①これ以上治療
したくない 
6人（約5.5％） 

③安楽死を選
択したい 
6人 

（約5.5％） 

10人 
（約9.1％） 

②苦しみを取り除く治療
だけしてもらいたい 

84人 
（約76.4％） 

図2 質問B「不治の病の治療の希望」への回答（n＝110）



比較はできない．しかしながら質問A，Bの結果から高

度な獣医療に対して強い希望を持つ飼い主は必ずしも多

くはないことが示唆された．

不治の病の治療に対する獣医師への期待を問う質問C

へのKJ法分析結果において，全テキスト77のうち「獣

医師の資質に期待」に17，「治療プロセスに期待」に56

のテキストを含んでいた．その他テキスト数10以上を

含むカテゴリーは，「治療について（完治→延命→疼痛

排除）」，「適切な説明を受けたい」，「痛みと苦しみを取

り除いて欲しい」だった．KJ法の結果は，飼い主は獣

医師に，「人間性」や飼い主を優先に「思いやる気持ち」

などの治療技術以外の資質を期待していること，また

「苦痛を取り除く」治療を希望し，治療について「適切

な説明」を期待していることを示している．また，「経

矢野 淳　黒髪 恵　日高崇博　他

407 日獣会誌　66 403～410（2013）

カテゴリー小に分類 カテゴリー中に分類 カテゴリー大以上に分類 

テキスト数はテキストの最後に丸囲み数字で表した．太字斜体はテキスト数が10以上のカテゴリーを示す． 

獣医師の人間性に期待⑤ 
一緒に頑張って欲しい② 
事務的に対応して欲しくない① 
ペットや飼い主と向き合って欲しい① 
相談に乗ってもらいたい① 

飼い主への気持ちを優先⑧ 

思いやりをもって接して③ 
飼い主の心情・願望③ 
飼い主の気持ちを大切にして② 

お世話になった獣医師への期待④ 

先生に任せます① 
先生の一生懸命な姿勢② 
同じ先生に診て欲しい① 

適切な説明を受けたい　 

事実の説明② 
治らないという診断を下す② 
治療法の適切な説明⑨ 
あやふやな説明の経験① 

安心できる治療を受けたい① 
安心できる治療① 

獣医師の資質への期待　 

治療プロセスへの期待　 

完治は無理でも治療⑨ 
最善の方法で治療⑧ 
負担少なく治療① 

完治を目指して治療② 
最後まで諦めないで② 

経済的不安① 今はわからない③ 

最後まで幸せに② 
見守る③ 
自然の流れ・法則に従う② 

ありのままの流れの中で⑦ 

不要な治療はしたくない① 

治療して欲しくない① 

延命治療② 
延命治療② 

葛藤 

経済的な不安① 今はわからない③ 

葛
藤 

濂 

炬 

潘 

痛みを取って⑥ 
⑭ 苦しめたくない 

痛みと苦しみを取り除いて　 澣 

治
療
に
つ
い
て（
完
治
↓
延
命
↓
疼
痛
排
除
）
　 濛 

図3 質問Cに対する自由記述回答のKJ法による分析の図示化



済的な不安」や「ありのままの流れ」に任せたい心情な

どから治療に対して葛藤があることも伺われ，「今はわ

からない」と態度を保留する姿勢や「治療して欲しくな

い」とする姿勢も見受けられた．人医療の患者満足度の

調査において，医師の説明のわかりやすさや思いやり，

話を十分に聞く態度が患者満足度を高め［8h14］，医師

の技能よりも影響を及ぼすという報告があり［15］，「獣

医師の人間性等の資質」や「適切な説明を受けたい」を

不治の病のペットの飼い主が希望する点と共通し，興味

深い．また，杉田［1］は，飼い主は不治の病のペット

の安楽死の是非について迷う回答をし，賛否両論を含む

中庸的な意見を持つことを指摘しているが，本KJ法の

結果においても同様に飼い主の迷い（葛藤）を含む文脈

が示された．

質問A，Bの結果と質問CのKJ法分析結果から飼い

主の不治の病の治療に対する希望の実態仮説を総合的に

考察すると，飼い主は獣医師に対して必ずしも「最新の

獣医学知見に基づいた治療」を期待しているわけではな

く，「獣医師の人間性等の資質」と「治療プロセスの適

切な説明」によって対応してもらうことを期待している

と仮説される．飼い主は，病気の事実，診断，治療への

適切な説明を希望し，安心できる治療につなげたいと考

えている．治らなくても完治を目指して欲しい，完治は

無理でも最善の方法で治療をと考える飼い主もいるが，

大部分は「痛みと苦しみを取り除いて」欲しいと考えて

いる．また，ありのままにするのがよいのではないか，

経済的に不安であるなどの葛藤を抱えながら治療につい

て考えている．

本研究は記述データを用いた質的研究に相当し，意味

を仮説的に生成する研究であるため，質的研究の手法に

のっとり継続した実証研究により理論的飽和に至ってい

るか検証される必要がある［3, 5, 16］．よって飼い主ニ

ーズに合う高度獣医療のあり方を明らかにするために

は，今回明らかになった飼い主心理の実態仮説をもとに

理論的飽和を目指す量的・質的な追試を行う必要があ

る．

今回，択一選択式質問A，Bによって高度な獣医療を

望む飼い主がそれほど多くないことが明らかになった

が，なぜ飼い主が高度獣医療を望まないかというその原

因は明らかにできていない．質問CのKJ法分析から，

不治の病のペットを飼育する飼い主は，完治を目指す治

療よりも獣医師の人間性や適切な説明によって安心を得

たいことを優先すること，経済的な不安があること，あ

りのままの流れで最期を見届けたい希望があること，不

治の病の時は苦痛だけ取り除いて欲しい希望があること

等が関連しているのかもしれない．またペットへの愛着

がペットロスや安楽死への考え方に影響するため［1 ,

2］，ペットへの愛着度が不治の病の治療への希望に影響

することが考えられる．これらのことをふまえ追試が必

要である．

さらに，飼い主が不治の病のペットの治療において獣

医師の人間性等の資質や治療プロセスの適切な説明を期

待しているが，このことがどのようにすれば実現できる

のか明らかにするための追試が必要である．人医療にお

いて医師と患者の認識のギャップについての報告がある

［17］が，獣医師の有する高度獣医療に対する認識や期

待について調査することは，飼い主と獣医師の認識のず

れ［18］を調整し，飼い主により有益な獣医療サービス

の提供につながると考えられる．また，飼い主ニーズに

合ったインフォームドコンセントやコミュニケーション

などいわゆる獣医療面接の具体的な方法についての研究

も少なく［19, 20］，今後継続的な議論と調査が必要で

ある．

本研究の結果をさらに一般化するために，不治の病の

ペットの検査と治療の希望をさらに精緻・細分化して測

定できる質問紙を開発すること，サンプル規模や多様性

（性別，年齢，飼育動物種，飼育世帯情報［信仰宗教，

世帯収入，世帯構成人数］等の質問項目）を増やすこと

［1］，研究対象者の一般化（動物病院来院者以外のデー

タの採取）を行うことによって統計的にデータを再検証

する必要がある．また質問紙調査だけでなく面接調査を

行うことでより深い意見の集積ができ意味を汲み取れる

可能性がある．

本研究が示す通り，人間心理が関係する現象を選択式

質問紙によって量的にのみ評価するよりも，KJ法を用

いて評価することがその現象のさまざまな意味を汲み取

ることにつながった．獣医療における質的研究の報告数

は少ない［18, 21h23］が，看護学［24］・歯学［25］・
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表 3　質問 Cの KJ法文章化解釈 

飼い主は，不治の病のペットの治療について，獣医師に以下の期待をしている． 

①獣医師の資質への期待である．これは治療技術に対するものではなく，世話になった獣医師への期待，人間性や飼い主の気
持ちを優先して欲しいとする期待である． 

②治療プロセスへの期待である．病気の事実，診断，治療への適切な説明を希望し，安心できる治療につなげたいと考えている． 

③治らなくても完治を目指して欲しい，完治は無理でも最善の方法で治療をと考える飼い主もいるが，大部分は痛みと苦しみ
を取り除いて欲しいと考えている． 

④ありのままにするのがよいのではないか，経済的に不安であるなどの葛藤を抱えながら治療について考えている． 



心理学［26］において報告されているKJ法という質的

研究法が人間心理が関係する獣医療問題の意味を明らか

にし，創造的な解決に導く方法として有効である可能性

を本研究は示唆した．

今回の調査にご協力いただいた飼い主の皆様に深く感謝する．
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A Qualitative Examination of Pet Owners’ Expectations Regarding the Treatment 
of Incurable Diseases in Their Pets : Using the KJhMethod
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SUMMARY

Treating incurable diseases in pets has become possible as a result of the development of veterinary medical
technology.  It may seem that there would be few owners of companion animals who would wish to treat their
animals with the help of highly developed veterinary technology at the actual time of a veterinary consultation.
A questionnaire was administered to the owners, and a qualitative and quantitative analysis was carried out
using the KJhMethod to investigate the owners’ wishes with respect to the treatment of previously incurable
diseases in their pets.  It was found that many owners wished their pets to undergo analgesic treatment first,
but some wanted their pets to be treated using the latest highly developed veterinary technology.  They also
hoped that veterinarians would be humane and provide them with a proper explanation of the procedures.  In
addition, they had difficulties regarding the propriety of the treatment.  Although theoretical saturation
required supplementary examination, this research showed the potential of qualitative analysis such as the
KJhMethod as a solution for veterinary medical problems related to human psychology. 
― Key words : KJhMethod, Qualitative examination, The treatment of previously incurable diseases in small animals.
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